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　羊膜腔に適当量の 羊水が満た される こと により ， 胎児に と っ てさ まざまな利点が もた ら

される．梟台児の自由な動きが確保 され ること，目台児にとっ て外界からの衝撃に対 するクッ

シ ョ ン こ 獄るこ と ， 子冨内の温喪を一一定〔こ傑つ こと ， 臍帯や 胎盤の圧迫を防止する こと ，

細菌に対する静菌作嗣を育する ことなど，孑営内 鐶境の維矧 こ重要な役割を果た してい る．

　羊水量の異常 （羊水遅多 ・羊水過少）は あく まで症候群で あ っ て ，病因 には じま る
一

連

の絳過の最終的な結槊を衰現するも の にすぎない．したが っ て ， その 管理 におい ては原因

疾憲の検索，治療と羊水量翼常に塁つく矚床症状に対する治療とが求められ る．
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　妊 娠時期 を幾わ殍 tt
　 ii離 （量が81｝Om ；を超え ると搓定され る場合や，実際 に800　ml を超

えて い るこ こ が催 認さ眉た揚合 を耄水 過多こ いい，呼吸困難．子蠶収縮などの臨床症状 を

とも なう 擺合 を誘 脇 欝 夛症 とい う．超音波樓壷 （コは輦水ポケ ・1・．ノト 8r）rrl以上，　 AFI　24　Cm

緊上 が準7！＜遐多 として郎1り搬む躯 る ことが多 い，

　臨床的に …δ：
、 六部分が徐々 c ぎ．水耋が繕力蘗署 る1軽性年水遇多症で ．急牲羊水邇多癨で 啄

急激に羊水蠶が墸鑾し．数 E似 内1こ苓鳶が書韈に二疆大 ¢ る．途常、羊Zkの性状や組成は正

常の場含と：司様で ある．

　羊水遡峯は胎発，胎盤 ， 編 俸の いすれの因型 こよっ ても起こ り，貽児奇形のほとんどは

甲枢神経系，消化器系 ［こ集胸 され る （■X ’1）．
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　原 因を検索 し，つ いで妊娠継続の可杏，娩出時期の決定を行う「軽度の 栄水過多で は治

療を要することはまR である．子創 ノ縮 ， 呼吸陣害などの 噸 床症状が強けれぱ ， 逼宣， そ

の改善を図る．子宮収縮が出現すれ ば ， ます子 葛駄矯拶判澱を投9
ノ ，必要に応 じ ζ羊水

除去 ， インドメタシンの投与などを併用する、まだ ，諏臥 u 誉 鵬」症 ．度群し 丿スク も警く

な るので注意を要する．

G。羊水除i表

　田体の苦痛や子宮収縮か強い 場合iこ行う．万法 は，テフO ン針 を午膜腔内に挿入 のうえ ，

内套 を抜去し ， 輸液セッ トに接続する．チ ュ
ーブの反対 黜ま床 ぽ こお いた定量嗣シリンジ

内に落下 させ ， 笛時約500mlの速農 で除去 できるよう iこ調節する、　 f，50D〜2，
　GOO酬 の 羊

水を除去すると，子喜 は十分 に縮小 し ， 臨床症汁 は劇的に改善すろ．懸 寺間に ＋ 靈の羊水

を除去すると ， 子宮収縮 を惹起 し分娩 に至る 可能性が高い ．また ， 胎盤早期剥離， 羊水塞

栓の危険性もある ので ， 徐々 に除去する。臣扁床症状が再度強くなれば，陶様の処讃を繰 り

返す．

2．イン トこメタシン療法

　インドメタシ ンは元来 ， 切迫早産や 新生

児動脈管開存症の治療薬として使用さ れ，

そ の週程で羊水量や尿産生量の減少が認め

られた．この機序 として胎児尿細管におけ

る再吸収の亢進iが考えら R る．

　特発性羊水週多症が適応となる．表 2に

示 した 症例 で は，100　mg ／日の 投 与 iこよ

っ て 羊水過多が改善さ れた a

　な お，胎児動脈管の早期閉鎖の危険性が

ある ので ， 妊娠32週以降の使用は避ける ．

（表 2）特発性羊水過多症に対 する
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　 羊水量 が異常 に少 ぱい場合 を盤 水 遇少と称する 　通 認　羊爪鬘か10C　mi 以 トの 場 翕を

羊水週少 とす るが ， 臨床 的こ は，羊水ボケ・卵 凶 ， ない し 2Gm 末満，解 1て ば 5cm 夫

満を羊本過少 とする のが一般的 （｝ある

　 羊氷過少の発症機序 とし r ，≒ 峡際へ の メ▽丶量の 減少 （二蹇土膜警か ろの流 出量の 増加が考

メ られ る 　葩考と レ ⊂，治児尿の 産乍 つ 誹屍 の障醤を き 燈 す弩尿 彪系の先天異常　つ 産り

両側腎の 無形成　形成不重 ， 多嚢胞腎、尿道闇 鎖 ， 凄者と して ， 弼 期破水が學け ら れ る

羊水過」〉て は。短期酬 こは胎児仮死，展期釣には胎児肺 断形成，1しGR などの発癒 1スク

か高くな る
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　　る肺低形成，膀帯圧迫などの合併症を惹起する可能牲がある．プロム フ ェ ン ス療法で

　　は ， 抗生物質の 羊膜腔内投与 ， 羊水流出の 防止 ， 羊水補充 ， 頚管 ・腟の持続消毒が可

　　能 となる．

　　　プ ロム フェ ンスを通 じて ， 補充羊水を笛時10〜20mI注入 する ことに よ っ て ， 羊水

　　ポケ ッ トを5．　O−−5．9cm とほぼ一定 の大きさに保 つ ことができ，羊水過少 にともなう

　　合併症の防止な らびに沿療効果を期待で きる （図 f）．

　C ）羊水注 入 に と も　 1

　　なう合隴 　 卜・
／／．／／1

　　　羊水注入にとも　　　∴ ＿1班

　　なう合號 と して ・ 爵
　　子宮内圧の上昇 ，　　 、 e7

　　臍帯脱出 ・ 羊水塞
囁

；
：

｝聽
　　栓 ， 胎児仮死 感 　
　　染などがある。し

　　か しなが ら ， 臨床

　　的 に問題 となる合　　 11・

　　併励 鰒 は きわ 　 一
　　めて 低く，安全性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　　　　　　　　（図 雫 ）羊水補充にともな う羊水鑿の変化（プ ロ ム フ ェ ン ス 療法例）
　　の高い手技である。

2，膀胱
一一

羊膜腔シ ャ ン ト術

　下部尿路閉塞は ， 放置すれば弩機能の廃絶 や肺低形成が起こ り， 生後早期 に児は死亡す る、

　治療の要点 は，超音波ガイ トこ下で膀胱
一

羊膜腔の 間にカ テ
ー

テ ル を留琶 ， シ ャ ン トを形

成し ， 腎障害の進行を防止 する とともに ， 羊水量 を維持 し肺低形成 の発症を防止する こ e一

にある．わが国においても，14例に実施され， 9｛列 （64％）の 有効例が報告されて いる 。

手術時期は腎や肺の発育か ら考えて妊娠2G週以前に行う の が望ま し く ， また ， 胎児尿組成

（膀胱中）か ら腎機能が温存されて いることを確認する必要がある．

一
　近年、羊水動態や疾患の病態生理が明らかにな りつ つ あり，疾患の概念も変遷 し つ つ あ

る．羊水量異常には種々の原因疾患が含まR ， 多彩な臨床像を呈する が ，

一
方 ， 胎児奇形

など治療に限界のある疾 患も多 く含まれる．したが っ て ，児の予後 を検討 したうえで，治

療 の適用を厳格に守 り，含理的な治療法を選択することが望まれる r
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